
序

宮
澤
賢
治
が
「
勉
強」

「
暗
闇
で
毛
を
逆
立
て
、
パ
チ
パ
チ
火
花
を
出
す」

猫
を
め
ぐ
っ
て
1

宮
澤
賢
治
は、

い
つ
ご
ろ
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
を
知
っ
た
の
で
あ

{

l}
 

ろ
う
か。

賢
治
が
盛
岡
高
等
農
林
学
校一――
年
生
の
時
に
友
人
達
と
同
人
誌

『
ア
ザ
リ
ア』

を
発
刊
し
て
約
半
年
後、

こ
の
同
人
誌
を
と
も
に
立

ち
上
げ
た
親
友
・

保
阪
嘉
内
宛
て
一

九
一

八
（
大
正
七）

年
―

二
月

一

六
日
付
け
書
簡
[
九
五]

でヽ

賢
治
が
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
物
語

を
勉
強
し
な
が
ら
次
の
歌
を
う
た
ひ
ま
し
た」

と
前
骰
き
し
て
、

ア

ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
集
『
絵
の
な
い
絵
本』

第
二
八
夜
の
内
容
を
ふ

ま
え
た
六
首
の
短
歌
を
書
き
送
っ
て
い
る
こ
と
は、

よ
く
知
ら
れ
て

い
る。

こ
こ
で
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
の
は、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

童
話
が
「
勉
強」

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

こ
の
書
簡

で

ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
」

と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
発
音
に
基
づ
い
た
片
仮

名
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

賢
治
が
当
時
ド
イ
ツ
語
の
授

業
で
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り、

賢
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
受
容
に
関
す
る
多
く
の
先
行
研
究
が

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
と
賢
治
童
話
と
の
共
通
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば、

そ
れ
は
単
な
る
語
学
の
勉
強
に
止
ま
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う。

た
と
え
ば、

賢
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
受
容
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
よ

く
参
照
さ
れ
る
西
田
良
子
の
論
考
で
は、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
み

に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子」

に
つ
い
て、
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

に

登
場
す
る
眼
や
額
か
ら
ぱ
ち
ぱ
ち
火
花
を
出
す
猫
や、
「
よ
だ
か
の

星」

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
表
現」

と
の
類
似、

あ
る
い
は
「
ょ

だ
か
の
星」
「
気
の
い
い
火
山
弾」
「
虔
十
公
園
林」

な
ど
に
お
け
る、

内
に
隠
さ
れ
た
非
凡
な
資
質
と
い
っ
た

モ
チ
ー
フ
」

や、

そ
う
し

木

村

直

弘

し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
本
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た
資
質
が
自
ず
と
顕
現
し
素
晴
ら
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う

(
2
)
 

「
テ
ー
マ
」
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
雪

の
女
王
」
に
つ
い
て
は
、
「
貝
の
火
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
と
の
類
似
、
「
蛙

の
ゴ
ム
靴
」
「
烏
の
北
斗
七
星
」
に
お
け
る
「
素
材
」
面
で
の
類
似
、
「
図

書
館
幻
想
」
「
マ
リ
ヴ
ロ
ン
と
少
女
」
「
ガ
ド
ル
フ
の
百
合
」
の
登
場

人
物
名
と
の
類
似
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
天
沢
退
二
郎
と
脇
明
子
の
対
談
で
は
、
挽
歌
群
に
関

連
し
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
雪
の
女
王
」
と
賢
治
作
品
と
の
繋

が
り
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
雪
の
女
王
」
は
、

ゲ
ル
ダ
と
い
う
女
の
子
が
雪
の
女
王
に
さ
ら
わ
れ
た
カ
イ
と
い
う
男

の
子
を
捜
し
に
北
へ
と
旅
し
最
終
的
に
カ
イ
を
見
つ
け
て
帰
還
す
る

と
い
う
内
容
だ
が
、
こ
の
ゲ
ル
ダ
と
賢
治
作
品
に
お
け
る
「
ギ
ル
ち
ゃ

ん
」
（
「
青
森
挽
歌
」
）
や
「
ギ
ル
ダ
」
（
「
「
春
」
変
奏
曲
」
）
、
カ
イ
と

「
蛙
の
ゴ
ム
靴
」
に
出
て
く
る
「
ま
る
で
カ
ー
イ
の
や
う
だ
ろ
う
」

と
い
う
記
述
と
の
繋
が
り
、
あ
る
い
は
「
雪
の
女
王
」
で
の
花
の
お

し
ゃ
べ
り
の
場
面
と
「
ひ
の
き
と
ひ
な
げ
し
」
と
の
類
似
等
に
つ
い

(
4
)
 

て
言
及
さ
れ
る
。

以
上
の
例
か
ら
も
看
取
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
賢
治
作
品
と
ア
ン
デ

ル
セ
ン
作
品
と
の
類
縁
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
基
本
的
に
推
測
の

域
を
出
な
い
た
め
、
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
は
深
め
ら
れ
に
く
い
。
そ
こ
で
、

こ
の
小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
賢

治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
受
容
に
つ
い
て
、
賢
治
が
「
勉
強
」
し
た
で
あ

(

l

)

賢
治
と
ド
イ
ツ
語

ろ
う
外
国
語
テ
キ
ス
ト
を
検
証
•
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
め

て
そ
の
影
響
関
係
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

賢
治
の
残
し
た
記
述
に
初
め
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
名
前
が
登
場
し

た
前
述
の
書
簡
[
九
五
]
に
つ
い
て
ヽ
新
校
本
全
集
に
は
以
下
の
記

述
が
見
ら
れ
る
。

＊
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
物
語
…
…
ア
ン
デ
ル
セ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク

語
読
み
は
「
ア
ヌ
ル
ス
ン
（
ア
ナ
ス
ン
）
」
、
ド
イ
ツ
語
読
み

で
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
」
）
の
『
絵
の
な
い
絵
本
』
。
白
鳥
の
話

は
「
第
二
十
八
夜
」
、
「
聞
け
よ
。

(
H
o
r
e
)
」
は
「
第
十
七
夜
」

「
第
二
十
四
夜
」
の
は
じ
め
の
「
月
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と

ド

ッ

ホ

ビ

ン

を
聞
い
て
く
だ
さ
い
」
に
相
当
す
る
。
な
お
「
そ
れ
で
も

ィ

ッ

ヒ

ア

イ

ン

マ

ー

ラ

ー

わ
た
し
は
画
工
で
す
」
（
「
五

0
八
発
電
所
」
下
書
稿
曰
。

第
三
巻
所
収
）
は
、
こ
の
本
の
序
文
の
言
葉
。
ド
イ
ツ
語
の

勉
強
の
た
め
、
独
訳
本
に
よ
っ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
賢
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
受
容
に
つ

い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
．
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
前
提
と

し
て
、
賢
治
は
、
ド
イ
ツ
語
の
「
勉
強
」
の
際
読
ん
だ
独
訳
本
を
通
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し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
前
出
・
西
田
良
子
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

賢
治
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
」
と
ド
イ
ツ
語

風
に
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
大
正
五
年
の
夏
、
東
京
神
田
の
独

逸
学
院
の
夏
期
講
習
会
に
参
加
し
て
以
来
の
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
時
彼
は
、
テ
キ
ス
ト
に
載
っ
て
い
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に

(
7
)
 

興
味
を
覚
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

書
簡
[
九
五
]
が
章
悶
か
れ
る
こ
翌
叫
す
な
ゎ
ち
盛
岡
高
等
農
林
学

校
二
年
在
学
中
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
八
月
一
日
か
ら
八
月
三

0
日
の
間
、
賢
治
は
東
京
・
神
田
の
東
京
独
逸
学
院
の
「
独
逸
語
夏

季
講
習
会
」
に
通
っ
て
い
た
。
ま
た
、
大
村
仁
太
郎
・
山
口
小
太
郎
・

谷
口
秀
太
郎
共
編
『
独
文
読
本
第
一
』
（
独
逸
語
学
雑
誌
社
、
一
八

九
七
年
）
五
八
頁
所
収
の
詩
「
8
6
.

D
e
s
 W
 a
s
s
e
r
s
 R
u
n
d
r
e
i
s
e
」
(
「
水

の
周
遊
旅
行
」
の
意
）
中
の
二
行

H
と
三
行
目
「
"
O
d
u
 eiliger 

G
e
s
e
l
l
e
,
;、
Eile
d
o
c
h
 n
i
c
h
t
 v
o
n
 d
e
r
 Stelle! "
J

が
、
「
吉
呆
林
抽
埒
歌
」

ヅ

ウ

ア

イ

リ

ー

ガ

ー

ゲ

ゼ

ル

レ

ア

イ

レ

ド

ッ

ホ

ニ

ヒ

ト

中
に
「
お
、
お
ま
へ
せ
わ
し
い
み
ち
づ
れ
よ
＼
ど
う
か
こ
こ
か
ら

フ

ォ

ン

デ

ヤ

ス

テ

ル

レ

急
い
で
去
ら
な
い
で
く
れ
」
と
片
仮
名
ル
ビ
で
登
場
す
る
こ
と
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
賢
治
が
こ
の
教
科
書
で
ド
イ
ツ
語
を
学

ん
だ
の
は
ほ
ぽ
確
実
で
あ
る
が
、
こ
の
教
科
書
は
、
盛
岡
高
等
農
林

学
校
図
書
館
蔵
書
に
も
あ
る
た
め
、
賢
治
が
こ
れ
で
学
ん
だ
の
は
、

前
掲
夏
期
講
習
会
で
と
い
う
よ
り
は
同
校
の
ド
イ
ツ
語
の
授
業
で
と

(8) 

考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
賢
治
は
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
書
簡
[
九
五
]

に
書
か
れ
て
い
た
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
物
語
を
勉
強
」
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
独
文
学
者
・
植
田
敏
郎
は
、
当
時
の
盛
岡
高
等
農
林
学
校

に
お
け
る
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
も
調
べ
た
う
え
で
、
賢
治
が
読
ん

だ
の
は
、
た
と
え
ば
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
八
月
に
冨
山
房
よ
り

刊
行
さ
れ
た
長
田
幹
彦
訳
の
『
新
訳
ア
ン
デ
ル
セ
ン
御
伽
噺
』
（
英

語
か
ら
の
重
訳
）
な
ど
で
は
な
く
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
二
月

に
南
江
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
内
田
新
也
訳
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
と
の
対

訳
本
『
無
画
画
帖
』
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、
「
ア
ン

デ
ル
ゼ
ン
」
と
い
う
ド
イ
ツ
語
読
み
の
片
仮
名
表
記
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
書
簡
[
九
五
]
に
ぁ
つ
た
六
首
を
も
と
に

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
―
二
月
に
成
立
し
た
歌
稿
「
ア
ン
デ
ル
ゼ

ン
白
烏
の
歌
」
十
首
に
お
け
る
日
本
語
の
選
択
が
こ
の
内
田
訳
に
依

拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
に
あ
る
。
植
田
に
よ
れ
ば
、
た
と
え

ば
、
第
七
首
に
あ
る
「
か
う
か
う
と
し
て
」
と
い
う
表
現
は
漢
字
表

記
と
し
て
は
「
煽
々
と
し
て
」
と
な
る
が
、
こ
の
「
焼
々
」
と
い
う

語
を
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
さ
ま
ざ
ま
あ
る
『
絵
の
な
い
絵
本
』
対
訳
本

(9) 

中
で
用
い
て
い
る
の
は
こ
の
内
田
訳
だ
け
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
独
訳

文
の
「
d
a
s
b
l
i
t
z
e
n
d
e
 W
a
s
s
e
r
」
を
「
煙
々
と
し
た
水
」
と
訳
し

て
い
る
の
を
、
賢
治
が
「
か
う
か
う
と
し
て
＼
烏
は
ね
む
れ
り
」
と
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で
は
、
『
絵
の
な
い
絵
本
』
所
収
以
外
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に

つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
賢
治
の
作
品
中
、
特
定
の
ア

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
と
文
章
的
に
明
確
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
『
絵
の
な
い
絵
本
』
と
「
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス
」
「
み

に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
の
二
つ
の
童
話
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外

（
二
）
英
語
テ
キ
ス
ト

い
う
箇
所
に
も
っ
て
き
た
と
い
う
主
張
な
の
だ
が
、
か
な
り
強
引
な

理
由
づ
け
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
前
掲
の
引
用
に
も
あ

る
よ
う
に
、
「
一
九
二
五
、
四
、
二
、
」
と
い
う
日
付
を
も
っ
「
五

0

八
発
電
所
」
下
書
稿
曰
（
『
春
と
修
羅
第
二
集
』
）
中
の
「
（
そ

れ
で
も
わ
た
し
は
画
工
で
す
）
」
に
付
さ
れ
た
ル
ビ
ニ
ド
ッ
ホ
ビ

ン

イ

ッ

ヒ

ア

イ

ン

マ

ー

ラ

l
]
」
の
由
来
は
『
絵
の
な
い
絵
本
』

の
序
文
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
無
画
画
帖
』
の
序
文
(
-
―

頁
）
に
あ
る
「
是
れ
で
私
も
一
人
前
の
絵
師
な
の
で
」
の
独
文
は

「D
o
c
h
bin ich 
M
a
l
e
r
」
と
「
ein
」
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
賢

治
が
勉
強
し
た
の
は
別
の
独
訳
本
で
は
な
い
か
と
す
る
佐
藤
栄
二
の

(10) 

説
も
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
ど
の
独
訳
本
に
賢
治
が
依
拠
し
た
の
か
は
さ
て
お
き
、

『
絵
の
な
い
絵
本
』
の
独
訳
本
が
賢
治
の
創
作
に
影
響
を
与
え
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

の
作
品
で
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
ヘ
の
言
及
は
、
「
僕
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の

お
は
な
し
や
な
ん
か
も
っ
と
読
み
た
い
な
あ
。
」
（
童
話
「
ひ
か
り
の

素
足
」
、
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
月
夜
の
海
を
」
（
『
春
と
修
羅
第
二
集
』

「
三
五
一
発
動
機
船
」
）
、
そ
れ
に
「
グ
リ
ム
や
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
を

読
ん
で
し
ま
っ
た
ら
」
（
『
春
と
修
羅
第
二
集
』
「
三
七
五
山
の

晨
明
に
関
す
る
童
話
風
の
構
想
」
）
の
よ
う
に
、
名
前
が
登
場
す
る

だ
け
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
賢
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
受
容
で
必
ず
引
用
さ
れ
る
、

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
―
二
月
一
日
刊
行
の
童
話
集
『
注
文
の

多
い
料
理
店
』
「
新
刊
案
内
」
中
に
見
え
る
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
た
ち
」

と
い
う
表
現
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ

ス
」
に
由
来
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
絵
の

な
い
絵
本
』
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
童
話
「
猫
」
に
出
て
く

る
「
（
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
猫
を
知
っ
て
ゐ
ま
す
か
。
＼
暗
闇
で
毛
を

逆
立
て
、
パ
チ
パ
チ
火
花
を
出
す
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
猫
を
。
）
」
の
由

来
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
で
あ
る
こ

(11) 

と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
絵
の
な
い
絵
本
』
に
は
な
い
。

し
か
し
、
小
倉
豊
文
に
よ
る
「
宮
澤
賢
治
所
蔵
図
書
目
録
」
を
み

て
み
れ
ば
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
関
し
て
は
、
『
A
n
d
e
r
s
e
n
'
s

P
o
p
u
l
a
r
 T
a
l
e
s
 ;
 Ha
n
s
 Christian A
n
d
e
r
s
e
n
』
と
『
A
n
d
e
r
s
e
n
'
s

F
a
i
r
y
 T
a
l
e
s
 ;
 Ha
n
s
 Christian A
n
d
e
r
s
e
n
』
と
い
う
―
一
種
の
童

(12) 

話
集
英
訳
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
、
日
本
人
が
ア
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①
 

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
英
語
読
本

『S
t
a
n
d
a
r
d
R
e
a
d
i
n
g
 B
o
o
k
s
』
全
五
巻
(
-
八
七
三
年
）
で
あ
り
、

H
本
人
は
す
で
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
没
年
で
あ
る
一
八
七
五
（
明
治

八
）
年
に
は
中
等
・
高
等
教
育
で
こ
れ
ら
の
教
科
書
に
収
録
さ
れ
た

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
数
篇
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
国
内
で
は
、
ド
イ
ツ
語
教
育
よ
り
も
英
語
教

育
に
お
い
て
ま
ず
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
触
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
念
の
た
め
、
ド
イ
ツ
語
対
訳
本
に
関
す
る
言
及
に
比
し

て
ほ
と
ん
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
前
掲
目
録
に
あ
る
二
種

類
の
英
訳
本
に
つ
い
て
特
定
す
べ
く
、
年
代
、
タ
イ
ト
ル
表
記
の
整

合
性
、
国
内
の
図
書
館
で
の
蔵
書
の
有
無
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件
に

し
ぽ
り
調
査
し
た
。
対
訳
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る

の
が
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一

0
月
に
北
星
堂
書
店
か
ら
出
版

さ
れ
て
い
る
『
A
n
d
e
r
s
e
n
'
s
F
a
i
r
y
 T
a
l
e
s
 
(
ア
ン
デ
ル
セ
ン
お
伽

噺
）
』
で
あ
る
が
、
賢
治
が
使
用
し
た
「
教
科
書
」
と
し
て
は
刊
行

年
が
遅
過
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
海
外
の
英
訳
本
で
探
し

て
み
る
と
、
以
下
が
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
ず
、

H
録
に
あ

る
前
者
に
つ
い
て
は
、

P
o
p
u
l
a
r
 
T
a
l
e
s
 f
o
r
 
C
h
i
l
d
r
e
n
 
b
y
 H
a
n
s
 C
h
r
i
s
t
i
a
n
 

A
n
d
e
r
s
e
n
 
w
i
t
h
 m
a
n
y
 Illustrations. 
(
L
o
n
d
o
n
:
 W
a
r
d
 ̀

 

L
o
o
k
 &
 Co., Ltd., 1
8
7
6
)
 

が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九

0
0
年
代
に
入
っ
て
も
同
社
か
ら
改
版
が
繰

り
返
し
刊
行
さ
れ
て
い
る
本
で
、
そ
の
正
式
名
称
は
前
掲
の
と
お
り

で
あ
る
が
、
本
の
表
紙
に
は
『
A
n
d
e
r
s
e
n
'
s
P
o
p
u
l
a
r
 T
娑
es
¥
 

H
a
n
s
 A
n
d
e
r
s
e
n
』
と
あ
る
の
で
、
目
録
の
表
記
と
は
矛
盾
し
な
い

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
全
五

0
五
頁
に
六
七
篇
の
童
話
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
七

三
＼
九
三
頁
「
B
i
g
C
l
a
u
s
 a
n
d
 Little 
C
l
a
u
s
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
も
一
八
六
ー
一
九
七
頁
に
「
T
h
e

U
g
l
y
 D
u
c
k
l
i
n
g
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

次
に
目
録
の
後
者
で
あ
る
が
、
前
述
の
条
件
に
照
ら
す
と
、
同
名

の
本
は
数
種
あ
る
も
の
の
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
図
書
館
蔵
書
リ
ス

ト
に
も
あ
る
、

②
 
F
a
i
r
y
 T
a
l
e
s
 f
r
o
m
 H
a
n
s
 C
h
r
j
s
忌
n
A
n
d
e
r
s
e
n
.
 (
L
o
n
d
o
n
:
 

J.M. D
e
n
t
 1
9
0
6
)
 

[
図
書
登
録
番
号
二
三
六
七
九
]

こ
れ
は
E
v
e
r
y
m
a
n
'
s
L
i
b
r
a
r
y
 for 

Y
o
u
n
g
 P
e
o
p
l
e
シ
リ
ー
ズ
中
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

全
二
八
七
頁
に
四
一
篇
の
童
話
を
収
め
て
い
る
。
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」

に
関
し
て
い
え
ば
、
一
四
四
＼
一
五
四
頁
に
「
G
r
e
a
t
C
l
a
u
s
 a
n
d
 

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
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③
 

Little 
C
l
a
u
s
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」

も
三
七
九
＼
三
八
七
頁
に
「
T
h
e
U
g
l
y
 D
u
c
k
l
i
n
g
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
タ
イ
ト
ル
の
整
合
性
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

A
n
d
e
r
s
e
n
'
s
 F
a
i
r
y
 Tales. 
(
L
o
n
d
o
n
 
&
 N
e
w
 Y
o
r
k
:
 

G
e
o
r
g
e
 R
o
u
t
l
e
d
g
e
 &
 Sons, 1
8
8
2
)
 

の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
本
は
、

Routledge's

S
i
x
p
e
n
n
y
 

Series
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
全
六
四
頁
（
三
段
組
）

に
四
六
篇
の
童
話
を
収
め
て
い
る
。
同
じ
く
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」
に

関
し
て
い
え
ば
、
一
七

i
一
九
頁
に
「
Little
K
l
a
u
s
 a
n
d
 B
i
g
 

K
l
a
u
s
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ま
た
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」

も
二
七
＼
二
八
頁
に
「
T
h
e
U
g
l
y
 D
u
c
k
l
i
n
g
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
少
し
気
に
な
る
の
は
、
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」
と
い
う
賢
治

の
表
記
が
原
題
の
「
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス
」
と
異
な
り
「
大
・

小
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
よ
う
に
邦
訳
本
で

も
英
訳
本
で
も
両
者
が
並
存
し
て
お
り
、
ま
た
日
本
語
と
し
て
「
小

大
」
と
い
う
表
記
は
通
常
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、

こ
の
順
が
賢
治
の
依
拠
し
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
本
を
特
定
す
る
有

力
な
根
拠
に
は
な
り
に
く
い
。
よ
っ
て
、
前
掲
・
植
田
が
試
み
た
よ

②
 

P
o
p
u
l
a
r
 T
a
l
e
s
 for C
h
i
l
d
r
e
n
 
(
1
1
 
Andersen'.s P
o
p
u
l
a
r
 

T
娑
es)

(
一
九
二
頁
）

In t
h
e
 h
u
t
 lived 
a
 w
o
m
a
n
,
 w
i
t
h
 h
e
r
 cat a
n
d
 h
e
r
 hen. 

A
n
d
 t
h
e
 cat. 
w
h
o
m
 s
h
e
 called 
h
e
r
 little 
son, 
c
o
u
l
d
 set 

u
p
 his 
little 
b
a
c
k
,
 
a
n
d
 purr; 
h
e
 c
o
u
l
d
 e
v
e
n
 s
e
n
d
 o
u
t
 

s
p
a
r
k
s
 if 
y
o
u
 s
t
r
o
k
e
d
 his fur the w
r
o
n
g
 w
a
y
.
 

[
直
訳
]

小
屋
に
一
人
の
女
の
人
が
、
猫
と
め
ん
ど
り
と
一
緒
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
彼
女
が
小
さ
な
息
子
と
呼
ん
で
い
た
そ
の
猫
は
、
小

さ
な
背
中
を
起
こ
し
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
ど
を
嗚
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
し
そ
の
毛
皮
を
逆
方
向
に
撫
で
た
り
し
た
ら
、
そ
の
猫

は
火
花
を
発
し
さ
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

F
恙
y
Tales f
r
o
m
 H
a
n
s
 Christian A
n
d
e
r
s
e
n
 (
三
八
三
頁
）

A
n
 old w
o
m
a
n
 lived 
t
h
e
r
e
 
w
i
t
h
 h
e
r
 cat a
n
d
 h
e
r
 hen. 

T
h
e
 cat, 
w
h
i
c
h
 s
h
e
 called 
"
S
o
n
n
i
e
 ̀

 
"
 cou
l
d
 
a
r
c
h
 his 

①
 

う
な
訳
文
の
対
応
関
係
を
確
認
す
る
や
り
方
は
、
前
掲
の
「
（
ア
ン

デ
ル
ゼ
ン
の
猫
を
知
っ
て
ゐ
ま
す
か
。
＼
暗
闇
で
毛
を
逆
立
て
、
パ

チ
パ
チ
火
花
を
出
す
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
猫
を
。
）
」
に
し
か
当
て
は
め

(14) 

え
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
前
掲
英
訳
本
の
該
当
箇
所
を
そ
れ
ぞ

れ
引
用
し
て
み
よ
う
。
念
の
た
め
直
訳
も
付
し
て
お
く
。
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back, p
u
r
r
 ̀

 
a
n
d
 give off electric sparks, that is 
to s
a
y
 if 

y
o
u
 s
t
r
o
k
e
d
 his fur the w
r
o
n
g
 w
a
y
.
 

[
直
訳
]

一
人
の
年
と
っ
た
女
の
人
が
猫
と
め
ん
ど
り
と
一
緒
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
彼
女
が
「
坊
や
」
と
呼
ん
で
い
た
そ
の
猫
は
、
小
さ

な
背
中
を
ア
ー
チ
状
に
し
た
り
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
の
ど
を
嗚
ら
せ
ま
し

た
し
、
そ
の
毛
皮
を
逆
さ
に
撫
で
た
り
な
ん
ぞ
し
た
時
は
、
電
気

の
火
花
を
放
つ
こ
と
さ
え
で
き
ま
し
た
。

A
n
d
e
r
s
e
n
 s
 Fa
i
r
y
 T
a
l
e
s
 
(
二
八
頁
左
列
）

T
h
e
 i
n
m
a
t
e
s
 of the cottage w
e
r
e
 a
 w
o
m
a
n
 ̀

 
a
 tomcat. 

a
n
d
 a
 hen. T
h
e
 tomcat, 
w
h
o
m
 s
h
e
 called 
h
e
r
 darling; 

c
o
u
l
d
 raise his b
a
c
k
 a
n
d
 purr; a
n
d
 h
e
 c
o
u
l
d
 e
v
e
n
 t
h
r
o
w
 

o
u
t
 s
p
a
r
k
s
 ̀

 
p
r
o
v
i
d
e
d
 h
e
 w
e
r
e
 s
t
r
o
k
e
d
 a
g
a
i
n
s
t
 
t
h
e
 

grain. 

[
直
訳
]

そ
の
小
屋
に
住
ん
で
い
た
の
は
、
一
人
の
女
の
人
、
一
匹
の
小

猫
、
そ
し
て
一
羽
の
め
ん
ど
り
で
し
た
。
女
の
人
が
可
愛
い
子
ち
ゃ

ん
と
呼
ん
で
い
た
そ
の
雄
猫
は
、
背
中
を
上
に
伸
ば
し
、
ゴ
ロ
ゴ

ロ
の
ど
を
嗚
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
も
し
逆
撫
で
さ
れ
で

も
し
た
ら
、
火
花
を
出
す
こ
と
さ
え
で
き
ま
し
た
。

③
 

こ
う
列
挙
し
て
み
る
と
、
賢
治
の
表
記
に
あ
る
「
暗
闇
で
」
に
該

当
す
る
言
葉
は
ど
の
英
訳
本
に
も
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
こ

の
言
葉
の
由
来
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト

実
は
、
こ
の
「
暗
闇
で
」
が
賢
治
へ
の
独
訳
本
か
ら
の
影
響
を
考

え
る
際
非
常
に
有
力
な
手
が
か
り
と
な
る
。
盛
岡
高
等
農
林
学
校
図

書
館
蔵
書
と
し
て
現
在
岩
手
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
ア
ン

デ
ル
セ
ン
関
係
の
独
訳
本
は
以
下
の
二
冊
で
あ
る
。

④
 
G
r
i
m
m
s
 u
n
d
 A
n
d
e
r
s
e
n
s
 A
u
s
g
e
w
a
h
l
t
e
 M
a
r
c
h
e
n
.
 

(
T
o
k
y
o
:
 I
k
u
b
u
n
d
o
 ̀

 
1
9
1
6
 `
 

2
1
9
1
7
)
 

[
@
i
s
l

事
自
双
立
錨
咋
釆
田
口
万
~
―

h
や
九

一
九
]

こ
れ
は
、
三
浦
吉
兵
衛
編
で
東
京
・
郁
文
堂
書
店
か
ら
一
九
一
六

（
大
正
五
）
年
四
月
―

H
に
発
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
語
読
本
で
、
こ
の

蔵
書
は
翌
年
九
月
―
二
日
発
行
の
改
訂
二
版
で
あ
る
。
全
七
0
頁
中

に
、
グ
リ
ム
童
話
か
ら
一
五
篇
（
「
蛙
の
王
さ
ま
」
「
狼
と
七
匹
の
子

ヤ
ギ
」
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
「
灰
か
ぶ
り
（
シ
ン
デ
レ
ラ
）
」

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
「
い
ば
ら
姫
（
眠
れ
る
森
の
美
女
）
」
「
白

雪
姫
」
「
幸
運
ハ
ン
ス
」
「
い
ば
ら
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
」
「
七
羽
の
烏
」
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⑤
 

「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」
「
う
ま
い
商
売
」
「
十
二
人
兄
弟
」
「
腕
利
き
四
人

兄
弟
」
「
も
の
知
り
博
士
」
）
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
か
ら
七
篇
（
「
裸

の
王
様
」
「
天
使
」
「
錫
の
兵
隊
」
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子
」
「
マ
ッ

チ
売
り
の
少
女
」
「
あ
る
母
親
の
物
語
」
「
雪
の
女
王
」
）
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
対
訳
本
で
は
な
く
、
日
本
語
が
書
か
れ
て

い
る
の
は
奥
付
の
み
で
あ
る
。

H
a
n
s
 C
h
r
i
s
t
i
a
n
 
A
n
d
e
r
s
e
n
,
 M
a
r
c
h
e
n
.
 
(
B
e
r
l
i
n
:
 

H
y
p
e
r
i
o
n
,
 1
9
0
6
●
)
）
[
図
書
登
録
番
号
ニ
一
四
六
五
四
]

こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
（
発

行
年
未
詳
）
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
自
身
の
ド
イ
ツ
語
訳
に
よ
る
九
篇
の

童
話
、
す
な
わ
ち
「
天
か
ら
落
ち
て
き
た
一
枚
の
葉
」
「
幸
せ
の
長
靴
」

「
大
ク
ラ
ウ
ス
と
小
ク
ラ
ウ
ス
」
「
ま
ぬ
け
な
ハ
ン
ス
」
「
影
」
「
二
人

の
む
す
め
」
「
金
の
宝
」
「
空
飛
ぶ
ト
ラ
ン
ク
」
「
人
魚
姫
」
を
収
め

(15) 

た
本
で
あ
る
（
全
一
七
九
頁
）
。

．
こ
の
う
ち
、
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子

D
a
s
h
a
B
!
i
c
h
e
 j
u
n
g
e
 

Entlein
」
（
一
五
＼
二
八
頁
）
が
載
っ
て
い
る
前
者
④
の
当
該
箇
所

（
ニ
ニ
頁
）
を
み
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
強

調
は
筆
者
に
よ
る
）
。

H
i
e
r
 w
o
h
n
t
e
 eine alte 
F
r
a
u
 m
i
t
 ihrer K
a
t
z
e
 u
n
d
 i
h
r
e
m
 

H
u
h
n
e
 ;
 die Katze, w
e
l
c
h
e
 sie Si:ihnchen n
a
n
n
t
e
 ̀

 
k
o
n
n
t
e
 

e
i
n
e
n
 
B
u
c
k
e
l
 m
a
c
h
e
n
 u
n
d
 s
p
i
n
n
e
n
;
 
S
e
l
b
s
t
 
F
u
n
k
e
n
 

k
o
n
n
t
e
 m
a
n
 ihr 
entlocken, w
e
n
n
 m
a
n
 sie 
i
m
 
D
u
n
k
e
l
n
 

g
e
g
e
n
 die H
a
a
r
e
 strich. 

[
直
訳
]

こ
こ
に
は
一
人
の
年
老
い
た
女
の
人
が
猫
と
鶏
と
一
緒
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
女
の
人
が
坊
や
と
呼
ん
で
い
た
そ
の
猫
は
、

背
中
を
こ
ご
め
、
の
ど
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

、
、
、

も
し
暗
闇
で
そ
の
猫
の
毛
を
逆
さ
に
撫
で
た
り
し
た
ら
、
火
花
さ

え
そ
の
猫
か
ら
出
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
訳
で
は
は
っ
き
り
と
「
暗
闇
で
「
i
m

D
u
n
k
e
l
n
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」

に
関
連
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
後
者
⑤
で
は
「
大

ク
ラ
ウ
ス
と
小
ク
ラ
ウ
ス

D
e
r
g
r
o
B
e
 K
l
a
u
s
 u
n
d
 d
e
r
 kleine 

K
l
a
u
s
」
（
五
五
＼
七
四
頁
）
と
な
っ
て
お
り
、
賢
治
の
表
記
の
通
り

で
あ
る
。

念
の
た
め
、
当
時
よ
く
参
照
さ
れ
て
い
た
独
訳
本
、
イ
ン
ゼ
ル
書

店
版
と
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、

イ
ン
ゼ
ル
書
店
版
は
全
二
巻
で
童
話
全
―
一
七
篇
（
第
一
巻
六
六
篇

＋
第
二
巻
五
一
篇
）
を
収
録
し
、
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の
子

D
a
s

h
a
B
l
i
c
h
e
 j
u
n
g
e
 E
n
t
l
e
i
n

」
は
第
一
巻
(
-
八
一
了
~
一
九
三
頁
）

に
あ
る
。
当
該
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

-100-



H
a
n
s
 Christian A
n
d
e
r
s
e
n
s
 M
f
i
r
c
h
e
n
,
 
1. 
B
d
.
 
(Berlin: 

Insel, 1
9
0
9
)

一
八
八
頁
。

H
i
e
r
 w
o
h
n
t
e
 eine alte F
r
a
u
 m
i
t
 i
h
r
e
m
 K
a
t
e
r
 u
n
d
 ihrer 

H
e
n
n
e
;
 d
e
r
 Kater, 
d
e
n
 s
i
e
'
S
o
h
n
c
h
e
n
'
n
a
n
n
t
e
,
 k
o
n
n
t
e
 

e
i
n
e
n
 
B
u
c
k
e
l
 m
a
c
h
e
n
 u
n
d
 s
p
i
n
n
e
n
,
 
e
r
 
s
t
o
b
 
a
u
c
h
 

F
u
n
k
e
n
,
 a
b
e
r
 d
a
n
n
 m
u
B
t
e
 m
a
n
 ihn 
g
e
g
e
n
 die 
H
a
a
r
e
 

streicheln. 

[
直
訳
]

こ
こ
に
は
一
人
の
年
老
い
た
女
の
人
が
雄
猫
と
め
ん
ど
り
と
一

緒
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
女
の
人
が
「
坊
や
」
と
呼
ん
で
い

た
そ
の
雄
猫
は
、
背
中
を
こ
ご
め
、
の
ど
を
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
し
、
火
花
を
散
ら
し
も
し
ま
し
た
。
ま
あ
、
そ

の
雄
猫
の
毛
を
逆
さ
に
撫
で
た
り
し
ち
ゃ
っ
た
時
に
で
す
け
ど

ね。こ
の
イ
ン
ゼ
ル
書
店
版
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
自
身
の
独
訳
を
も
と
に

マ
テ
ィ
ル
デ
・
マ
ン

(
M
a
t
h
i
l
d
e
M
a
n
n
)

が
新
た
に
訳
し
た
も
の

で
、
「
i
m
D
u
n
k
e
l
n
」
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
「
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス

D
e
r
kleine 
K
l
a
u
s
 

u
n
d
 d
e
r
 g
r
o
B
e
 K
l
a
u
s
」
(
―

-
0
ー
，
―
二
四
頁
）
と
、
原
題
ど
お

り
小
・
大
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

⑥
 

ま
た
、

レ
ク
ラ
ム
文
庫
版

(
R
e
c
l
a
m
s
U
n
i
v
e
r
s
a
l
 ,
 
Bibliothek)
の

A
n
d
e
r
s
e
n
s
 sa.mt]jche 
M
'埒

g
en. 
(Leipzig: 
P
h
i
l
i
p
p
 

R
e
c
l
a
m
,
 c
l
9
1
9
)
 

も
全
二
巻

(
R
e
c
l
a
m
s
Universal-Bibliothek I: 
Nr. 6
9
1
-
6
9
5
 

と

nら

Nr.
6
9
6
-
7
0
0
)

に
分
か
れ
て
お
り
、
第
一
巻
（
全
五
五
七
頁
）

に
八
〇
篇
、
第
二
巻
（
全
五
四
九
頁
）
に
五
一
篇
、
計
一
三
一
篇
の

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
み
に
く
い
ア
ヒ
ル
の

子

D
a
s
h
a
B
l
i
c
h
e
 j
u
n
g
e
 E
n
t
l
e
i
n
」
は
第
一
巻
（
二
七
一
了
~
ニ
八

三
頁
）
に
あ
る
。
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
⑥
と
同
じ
く
「
小

ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス

D
e
r
kleine 
K
l
a
u
s
 u
n
d
 d
e
r
 g
r
o
B
e
 

K
l
a
u
s
」
(
―
二
＼
二
六
頁
）
と
、
原
題
ど
お
り
小
・
大
の
順
に
な
っ

て
い
る
。
独
訳
者
と
し
て
ヘ
ル
マ
ン
・
デ
ン
ハ
ル
ト

(
H
e
r
m
a
n
n

D
e
n
h
a
r
d
t
)

の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
該
箇
所
（
第
一
巻

の
一
―
七
八
頁
）
は
、
④
と
全
く
同
文
で
あ
り
、
「
i
m
D
u
n
k
e
l
n
」
が

見
ら
れ
る
の
で
、
④
の
独
訳
者
は
こ
の
デ
ン
ハ
ル
ト
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
暗
闇
で
」
お
よ
び
「
大
小
ク
ラ
ウ
ス
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
当
時
の
訳
書
を
調
べ
て
い
く
と
、
賢
治
が
、

盛
岡
高
等
農
林
学
校
在
学
中
に
前
掲
④
と
⑤
の
二
冊
の
ド
イ
ツ
語
テ

キ
ス
ト
を
通
し
て
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
「
勉
強
」
し
た
可
能
性
は
き
わ

⑦
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ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
か
ら
賢
治
作
品
へ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

は
、
従
来
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
名
前
の
類
似
と
い
っ
た
き
わ
め
て

曖
昧
な
手
が
か
り
を
も
と
に
多
く
の
推
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
上
の
照
応
関
係
に
つ
い
て
調
べ
る
に
は

賢
治
が
残
し
た
手
が
か
り
は
あ
ま
り
に
少
な
い
。
し
か
し
、
本
研
究

に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
前
掲
④
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童

話
と
グ
リ
ム
童
話
の
諸
作
品
に
つ
い
て
は
、
賢
治
作
品
と
の
照
応
関

係
に
つ
い
て
論
じ
る
前
提
が
確
保
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の
照
応
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
す
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
が
、
す
で
に
別
稿
で
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
る
こ

結

語

め
て
高
い
。
特
に
、
前
掲
『
春
と
修
羅
第
二
集
』
「
三
七
五

の
晨
明
に
関
す
る
童
話
風
の
構
想
」
に
見
ら
れ
た
「
グ
リ
ム
や
ア
ン

デ
ル
ゼ
ン
を
読
ん
で
し
ま
っ
た
ら
」
と
い
う
詩
旬
は
、
ま
さ
に
④
郁

文
堂
書
店
刊
の
ド
イ
ツ
語
読
本
『
グ
リ
ム
＆
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
撰

集
』
と
の
関
係
を
明
示
す
る
も
の
と
も
言
え
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
い

う
名
前
を
出
す
場
合
は
常
に
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
」
と
ド
イ
ツ
語
の
片

仮
名
表
記
で
通
し
た
賢
治
の
創
作
に
影
響
を
与
え
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン

童
話
所
収
の
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
が
こ
こ
で
特
定
で
き
た
と
考
え
て

(16) 

も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

山

一
九
六
九
年
）

と
が
な
か
っ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
「
影
法
師
」
（
⑤
所
収
）
と
賢

治
童
話
「
士
神
と
き
つ
ね
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
賢
治
の
ユ
ン
グ

心
理
学
へ
の
関
心
を
補
助
線
に
し
て
論
じ
た
。
こ
れ
も
こ
の
小
論
の

(17) 

姉
妹
編
と
し
て
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
一
版
』
（
筑
摩
書
房
、
二

0
0
0年、

＿
―
-
七
頁
）
及
び
同
『
定
本
宮
澤
賢
治
語
彙
辞
典
』
（
筑
摩
書
房
、
一
―

o-
――一年、

―
―
一
六
頁
）
に
は
、
賢
治
が
小
学
校
三
年
と
四
年
一
学
期
に
担
任
・
八
木
英
三

に
よ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
を
含
む
童
話
の
読
み
聞
か
せ
を
経
験
し
て
い
た
と
あ

る
が
、
工
藤
哲
夫
（
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
早
変
り
ー
~
賢
治
の
周
辺
ー
」
（
『
賢

治
研
究
』
第
一
―
―
二
号
、
二

0
-
―
年
、
三
―
＼
一
―
-
七
頁
）
は
、
八
木
が
教

室
で
の
子
供
た
ち
の
喧
騒
を
鎮
め
る
た
め
に
童
話
を
読
ん
で
や
る
と
い
う
意

味
で
用
い
た
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
早
変
わ
り
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
、
原
が

誤
読
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
八
木
が
賢
治
ら
子
ど
も
た
ち
に

読
ん
で
や
っ
た
童
話
の
中
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
あ
っ
た
確
証
は
な
い
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。

(
2
)
西
田
良
子
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
と
宮
沢
賢
治
」
（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
ア

ン
デ
ル
セ
ン
研
究
』
小
峰
書
店
、

る
い
は
、
同
「
宮
澤
賢
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
受
容
」
（
西
田
良
子
『
宮
沢
賢
治
論
」

桜
楓
社
、
一
九
七
一
年
）
一
八
七
＼
ニ
―

0
頁
。
ち
な
み
に
、
「
セ
ロ
弾
き
の

ゴ
ー
シ
ュ
」
に
お
け
る
、
猫
が
「
眼
や
額
か
ら
ぱ
ち
ぱ
ち
火
花
を
出
す
」
描

l
)
原
子
朗
『
新
宮
澤
賢
治
語
彙
辞
典

註

一
九
一
ー
―

1
0
五
頁
、
あ
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写
は
、
チ
ェ
ロ
の
弦
を
弓
で
ひ
い
た
り
マ
ッ
チ
を
擦
る
描
写
と
密
接
に
関
連

し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
の
こ
と
。
木
村
直
弘
「
〈
摩
擦
〉

〈
震
動
〉
〈
感
染
〉

1

宮
澤
賢
治
『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
』
に
お
け
る
ト

ル
ス
ト
イ
の
芸
術
論
と
石
川
一
二
四
郎
の
動
態
社
会
美
学
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
ー
」
（
『
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
一

0
号
、
二

0
-
―
年
）
五
五
ー
八
四
頁
。

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
一
巻
第
七
号
、

ー
五
六
頁
。

(
4
)
「
青
森
挽
歌
」
に
お
け
る
「
ギ
ル
ち
ゃ
ん
」
と
「
「
春
」
変
奏
曲
」
に
お
け

る
「
ギ
ル
ダ
ち
ゃ
ん
」
お
よ
び
「
マ
リ
ヴ
ロ
ン
と
少
女
」
に
お
け
る
「
ギ
ル
ダ
」

と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
内
容
と
も
密
接
に
関
連
す
る
以
下
の
拙
稿

を
参
照
の
こ
と
。
木
村
直
弘
「
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
《
ギ
ル
ち
ゃ
ん
》

ー
宮
澤
賢
治
に
よ
る
〈
青
森
挽
歌
〉
か
ら
〈
マ
リ
ヴ
ロ
ン
と
少
女
〉
へ
の

リ
ン
ク
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ

ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
―
二
号
、
二

0
一
三
年
）

(
5
)
『
【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集

一
九
九
五
年
）
五
九
頁
。

(
6
)
た
と
え
ば
、
前
掲
の
文
献
以
外
に
は
、
天
沢
退
―
一
郎
「
宮
澤
賢
治
と
ア
ン

チ
〉
の
源
』
（
講
談
社
、

デ
ル
セ
ン
」
（
同
『
《
宮
澤
賢
治
》
論
』
（
二
五
四
＼
三
二
四
頁
）
、
一
九
七
六
年
）

ニ
八
七
＼
二
九
二
頁
、
植
田
敏
郎
『
宮
沢
賢
治
と
ド
イ
ツ
文
学
〈
心
象
ス
ケ
ッ

一
九
九
四
年
）
、
大
澤
千
恵
子
「
児
童
文
学
に
お
け

学

第
十
五
巻

1
0
七
1
-
―
―
九
頁
。

書
簡
・
校
異
篇
』
（
筑
摩
書
房
、

一
九
九
六
年
六
月
）
四
〇

(
3
)
天
沢
退
二
郎
X

脇
明
子
「
対
談
宮
沢
賢
治
の
嘉
形
の
世
界
」
（
『
国
文

ニ
四
六
頁
。

生
学
研
究
』
第
三
号
、
二

0
0
四
年
）

る
死
生
観
I

ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
を
手
が
か
り
に
」
（
『
死

一
四
九
ー
一
七
二
頁
、
亀
井
茂
「
賢

治
の
鳥

(2)1ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
の
白
鳥
の
歌
ー
」
（
『
野
鳥
も
り
お
か
』

第
三
号
、

一
九
八
三
年
）

治
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
（
同
『
宮
沢
賢
治

一
九
九
二
年
）

一
七
九

i
一
八
七
頁
、
佐
藤
栄
二
「
ド
イ
ツ
語
訳
『
絵

の
な
い
絵
本
』
と
宮
沢
賢
治
」
（
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇

0
0
年
）
七
六
＼
八

0
頁
、
佐
藤
栄
二
「
ド
イ
ツ
語
訳
『
絵
の
な
い
絵
本
』

と
宮
沢
賢
治
—
|
そ
の
2

ー
|
'
」
（
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
研
究
」
第
一
九
号
、
ニ

（
『
国
文
学

0
0
一
年
）
五
六
ー
六
二
頁
、
鈴
木
晶
「
賢
治
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
・
キ
ャ
ロ
ル
」

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三
七
巻
一

0
号
、
一
九
九
二
年
）
八

九
ー
九
三
頁
、
平
澤
信
一

ン
デ
ル
ゼ
ン
白
鳥
の
歌
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
『
宮
沢
賢
治
《
遷
移
》
の
詩
学
』

蒼
丘
書
林
、
二

0
0
八
年
）
四
八
ー
六

0
頁
、
宮
澤
健
太
郎
「
賢
治
と
ア
ン

デ
ル
セ
ン
受
容
の
関
係
性
」
（
『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
一
ー
一
号
、

二
0
0
七
年
）
―
―
一
ー
四
一
一
頁
、
龍
佳
花
「
賢
治
童
話
が
ア
ン
デ
ル
セ
ン
か

ら
も
ら
っ
た
も
の
」
（
『
宮
沢
賢
治
研
究
A
n
n
u
a
l』
第
一
号
、

―
二
六
＼
―
-
―
-
九
頁
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(
7
)
西
田
良
子
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
（
前
掲
『
宮
沢
賢
治
大
事
典
』
）
二
四
五
ー

(
8
)
盛
岡
高
等
農
林
学
校
図
書
館
に
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
読

本
の
定
番
で
あ
っ
た
『
独
文
読
本
第
一
』
(
+
三
版
、

房、

「
宮
沢
賢
治
に
お
け
る
文
学
の
発
生
・
補
説
「
ア

一
九
九
一
年
）

一
九

0
三
年
‘
[
図
書

透
明
な
軌
道
の
上
か
ら
』
新
宿
書

――

i
一
四
頁
、
栗
原
敦
「
風
の
こ
と
ば
ー
'
|
賢
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登
録
番
号
こ
―
―
一
六
]
)
、
『
高
等
独
文
読
本
上
巻
』
（
五
版
、
一
九

0
1
―
一
年
、
[
図

書
登
録
番
号
こ
五
九
六
ー
―
]
）
、
『
高
等
独
文
読
本
下
巻
（
三
版
、
一
九

0
1
―

年
‘
[
囮
書
登
録
番
号
こ
止
九
六
ー
―
-
]
）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
ど
れ
に

も
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
盛
岡
高
等
農
林
学

校
校
友
会
編
『
校
友
会
々
報
』
（
第
三
一
二
号
、
大
正
六
年
三
月
一
六
日
発
行
）

ス
ト
に
は
「
2
2
.

O
m
u
r
a
 etc. ー

D
e
u
t
s
c
h
e
s
Lesebuch.l.
」
と
あ
り
（
四

五
頁
）
、
こ
れ
は
ま
さ
に
大
村
仁
太
郎
他
編
『
独
文
読
本
第
一
』
で
あ
る
た
め
、

賢
治
は
盛
岡
高
等
農
林
学
校
在
学
中
に
こ
の
教
科
書
で
学
ん
だ
と
考
え
て
も

よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
稿
で
は
そ
の
関
連
に
つ
い
て
の
言
及
を
割
愛
し

た
が
、
こ
の
「
青
森
挽
歌
」
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
の
片
仮
名
表
記
ル
ビ
部
分
も
、

ン
ガ
ー

ハ
イ
ネ
の
詩
集
『
歌
の
本
』
の
一
節
に
付
曲
し
た
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
《
影

法
師

D
e
r
D
o
p
p
e
l
g智
g
e
r
》
を
暗
に
参
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賢
治
の

「
影
」
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
に
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
詳
し
く

は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
木
村
直
弘
「
宮
澤
賢
治
と
ド
ッ
ペ
ル
ゲ

ー
青
森
挽
歌
に
お
け
る
〈
喪
〉
の
視
座
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
中

里
ま
き
子
編
『
ト
ラ
ウ
マ
と
喪
を
語
る
文
学
』
、
朝
日
出
版
社
、
―

1
0
一
四
年
）

八
五
ー
九
八
頁
。

(9)
植
田
、
前
掲
書
、
二
八
五
ー
ニ
八
六
頁
。

(10)
佐
藤
、
前
掲
論
文
（
二

0
0
0
年
）
、
七
七
頁
（
註
2
)
。
ち
な
み
に
、
平

の
消
息
欄
「
図
書
館
便
り
」
（
四
五

1
四
八
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
新
収
図
書
リ

登
録
番
号
二
三
一
五
]
)
、
『
独
文
読
本
第
一
―
-
』
（
七
版
、

登
録
番
号
ニ
ニ
ニ
四
]
)
、
『
独
文
読
本
第
一
一
』
（
九
版
、

一
九

0111.ll:I'、
[
図
書

一
九

0
-
―
至
＇
‘
[
図
書

12)
境
忠

ア
ン
デ

一
九
九
九
年
）
―
-
三
七
＼
二
七
六
頁

（
平
澤
、
前
掲
書
、
五
八
＼
五
九
頁
）
は
、
留
保
つ
き
な
が
ら
『
無

画
画
帖
』
説
を
支
持
し
て
い
る
。

(11)
日
本
に
お
け
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
受
容
史
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
以
下
の
文

献
を
参
照
の
こ
と
、
福
田
清
人
「

H
本
に
お
け
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
紹
介
史

ー
明
治
・
大
正
期
中
心
の
覚
え
書
き
ー
」
（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
『
ア

ン
デ
ル
セ
ン
研
究
』
小
峰
書
店
、
一
九
六
九
年
）

『
評
伝
•
宮
沢
賢
治
』
（
桜
楓
社
、

―――

-
i
―
二
六
頁
。

一
九
六
八
年
）
四
三
六
頁
。

ち
な
み
に
、
同
書
で
の
こ
れ
ら
二
冊
の
表
記
の
う
ち
、
前
者
の
方
に

「A
n
d
e
r
s
e
m
'
s
」
と
い
う
ミ
ス
ス
ペ
リ
ン
グ
が
見
ら
れ
る
。

(13)
川
戸
道
昭
「
明
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
1

出
会
い
か
ら
翻
訳
作
品
の
出
現

ま
で
」
（
川
戸
道
昭
・
榊
原
貴
教
共
編
『
明
治
期
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
翻
訳
集

成
」
第
五
巻
、
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
、

参
照
。

(14)
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
二
つ
の
童
話
は
明
治
期
か
ら
翻
案
も
含
め
て
邦
訳
が

あ
る
の
で
、
大
正
期
で
あ
れ
ば
、
前
掲
•
長
田
訳
の
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
御
伽
噺
』

、、カ

一
九
二
四
（
大
正
ニ
―
-
）
年
七
月
十
日
に
竹
友
藻
風
訳
で
世
界
童
話
大

系
刊
行
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
童
話
大
系
第
四
巻
・
北
欧
篇

ル
セ
ン
童
話
集
』
（
英
訳
本
か
ら
の
重
訳
）
、
あ
る
い
は
同
年
九
月
三
日
に
新

潮
社
か
ら
楠
山
正
雄
訳
で
刊
行
さ
れ
た
『
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
全
集
（
第
一

巻
）
」
（
独
訳
本
お
よ
び
英
訳
本
か
ら
の
重
訳
）
な
ど
を
賢
治
が
目
に
す
る
機

会
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
前
掲
―
―
つ
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
は
、

長
田
訳
で
は
「
小
ク
ラ
ウ
ス
と
大
ク
ラ
ウ
ス
」
（
六
九
＼
九
六
頁
）
「
醜
い
家

澤
信
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17)
「
宮
澤
賢
治

し
れ
な
い
。

ニ
ニ
八
ー
一
七
六
頁
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
と
い
う
回
路
を

鴨
の
子
」
（
―
-
―
-
九
＼
―
-
五
六
頁
）
、
楠
山
訳
で
は
「
大
ク
ラ
ウ
ス
と
小
ク
ラ

ウ
ス
」
(
-
八
ー
四
四
頁
）
「
変
な
家
鴨
の
子
」
（
四
九
〇
＼
五
―
―
頁
）
、
竹

友
訳
で
は
「
大
ク
ラ
ウ
ス
と
小
ク
ラ
ウ
ス
」
（
ニ
―
―

1
三
八
頁
）
「
み
に
く
い

家
鴨
の
児
」
(
-
八
一

i
一
九
三
頁
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
長
田
訳
は
「
そ
れ
に
暗
い
処
で
体
の
毛
を
逆
に
こ

す
る
と
ぴ
か
ぴ
か
火
花
を
散
ら
し
ま
す
」
（
―
-
四
七
頁
）
、
楠
山
訳
は
「
賠
闇

で
体
の
毛
を
逆
な
で
に
す
る
と
、
火
花
を
ぴ
か
／
＼
散
ら
し
も
し
ま
し
た
。
」

（五

0
一
頁
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
竹
友
訳
に
は
「
暗
闇
で
」
と
い
う
言
葉
は

出
て
こ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
三
冊
以
外
に
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
一
九

1
0
年
代
ま
で
に
英
米
で
出
版
さ
れ
た
三
六
冊
の
英
訳
本
を
調
べ
た
が
、
「
暗

闇
で
」
に
あ
た
る
表
現
が
あ
っ
た
本
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
長
田
訳

も
楠
山
訳
と
同
様
、
独
訳
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

(15)
こ
の
本
は
、
発
行
年
未
詳
だ
が
、
同
社

(
H
y
p
e
r
i
o
nー

V
e
r
l
a
g
)

の
創
立

は
一
九

0
六
年
九
月
一
三
日
な
の
で
そ
れ
以
降
の
刊
行
と
考
え
ら
れ
る
。

(16)

一
九
一
一
五
（
大
正
一
四
）
年
十
月
四

H
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
五
十
年
祭
の
一

環
と
し
て
東
京
・
青
山
会
館
で
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
会
で
は
、
講
演
題
目

に
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
と
「
ア
ン
デ
ル
ゼ
ン
」
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
ド
イ
ツ
語
読
み
か
英
語
読
み
か
に
拘
る
必
要
は
な
い
か
も

影
へ
の
射
程

め
ぐ
っ
て
ー
—
」
（
岩
手
大
学
宮
澤
賢
治
セ
ン
タ
ー
編
『
賢
治
学
』
第
一
輯
、

東
海
大
学
出
版
部
、
二

0
一
四
年
）

に
拠
っ
た
。
）

（
文
中
の
賢
治
作
品
の
引
用
は
す
べ
て
筑
摩
書
房
刊
『
【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
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